
行政書士 林健一の誹謗および中傷行為について①

【経緯】

①林健一（X上では林けんいち表記）（以下全て敬称略）は、2025年の3月までみんなでつくる党（以下

みんつく）の運営党員であったが、党の方針に従わなかった言動により除籍された。その遺恨と、党首大津綾香

に対する熱烈な思慕が袖にされた怨みにより、2025年4月以降はみんつくに対する批判をX（旧Twitter）に

おいて盛んに発しており、その度合いは日を追うごとに増している（画像①）。

②林は大津のみならず、党の中核人物に対しても攻撃を行っており、特に氏名・容貌が明らかになっている岩井

に対しては度が酷く、名誉毀損的な投稿も行っていた（画像②）。

③岩井が、２月27日にNHKから国民を守る党党首の立花孝志をプライバシー権侵害（住所情報のXでの公

開）を理由に提訴したのに伴い（添付訴状）、その裁判費用を捻出するためにX上で寄付の募集を開した始

[2025年3月11日17時04分]。（画像③）

④その翌日に林が募集に呼応して100円の寄付を振込んだ旨の投稿を行う[2025年3月12日15時47分]。

100円という、寄付目標額50万円を前提とするなら常識では考えられない少額であることもさることながら、募

集の文面にあった「収支報告」を裏手に取り、抗議や反対運動を行うことが明確だったと見做さざるを得ない

（画像④）。

⑤林のこの投稿に呼応して、同様の少額寄付の追従者が現れる。最低金額は1円、最高でも563円であり、

中には振込人名称が「コジキルンペン」「サイバンデオカネホシイ」と記載されたものもあった（少額寄付は合計

10件）。岩井はしばらく前からXやYouTubeにおいて「乞食」「ルンペン」「浮浪者」と頻繁に侮蔑されており、こ

の振込人名称もこれを踏襲したことは明らか（通帳振込明細、画像⑤）。

⑥④の振込行為が嫌がらせであると察知した岩井は、そのお断りと返金する旨を投稿[2025年3月12日16

時00分]（画像⑥）。この時点で現金書留ででも返金する旨を公言している。

⑦100円寄付の投稿に対して批判的なコメントをした投稿を引用し「寄付を、金額でしか判断できない」「人を

金とその金額でしか見てない守銭奴政党」と誹謗および中傷的な投稿を行う。以降、林の口調はどんどん口汚

くなっていく[2025年3月12日17時05分] （画像⑦）。

⑧林が、岩井の⑥の投稿に対して⾧文の批判投稿を行う。これは、岩井が⑥で「嫌がらせ」だと「断定」したこと

に対する感情的なものであり、併せて辞退の旨を丁寧に申し出て頂ければ、僕も頑なに固辞しなかったと思いま

す」と自己正当化も行っている（岩井の寄付の辞退の文言が「丁寧」でなかったかどうかは画像⑥を参照）

[2025年3月12日18時48分]。口汚い非難と自己正当化を共に行うことは、以後、林の論調の中心となっ

ていく（画像⑧）。

⑨岩井が、一連の林の発言に対する反論をXに投稿[2025年3月13日0時30分]（画像⑨）。ここでは、1

円寄付の不当性とともに、受け取り拒否や返金の妥当性についても主張している。

⑩岩井が現金書留で、寄付額100円に振込手数料相当と手間賃を加えた合計1,000円を送付[2025年

3月13日12時28分] 。
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⑪上記現金書留の到着に伴い、林が「僕の自宅住所（現住所で得はない、行政書士事務所でもない）、ど

うやって知りました?」と投稿。併せてコメント欄で、「別なところから得た可能性が高いですね－」とあたかも違法

な手段によって住所情報を取得したかのような発言をする[2025年3月14日18時21分]（画像⑩）。この

時点で、岩井が現金書留を送った先が「実家」であることを林自身が公言している。

⑫岩井が⑪の投稿を見て、「憶測で不法行為を働いていたかのように書くのはおやめください」と反論[2025年3

月14日18時50分] （画像⑪） 。その住所はグーグル検索で表示されたページから取得したものであることと、

13日の時点では表示されていたページが14日には削除されていることを併せて指摘し、Google検索のキョッ

シュ情報としてその痕跡が残っていることも指摘（画像⑫） 。飽くまでも推測だが、この投稿の前まででは当該

ページを削除することによって、岩井が不法な手段で住所情報を得ていたとして糾弾することを狙っていたと思わ

れる。しかし、岩井からGoogle検索のキャッシュ情報を提示されてしまったため、以降は「実家住所情報晒し」に

狙いを変更した模様。

なお、岩井のこのポストが以降の林の攻撃の中心となった行くので詳細を説明する。林の論拠は・・・

A)岩井が画像⑩と画像⑫（のGoogle検索結果部分）を同時に引用したことによって、当該の住所が林の

実家住所出ることを特定した。

B)これは、林の実家に対する迷惑行為を扇動するものであることは明らか（画像⑮）。

C)岩井がその事実を認めず不可抗力であるかのように言っているのは「ド嘘」であるなどと攻撃性をどんどん高め、

その「論協」をまくしたてる（画像㉓㉔など）。

しかし岩井が画像⑪の投稿を行ったのは、林の不当な手段によって住所情報を取得したとの臆断（画像⑩）

に対して反論するためのことであり、事実画像⑪において迷惑行為を扇動するようなことは一切書かれていない。

住所情報がそのまま記載された検索結果をそのまま画像添付したことについては落度が全く無いとまで断言でき

ないが、これは岩井の行為に不当性が無いことを証明するためにオリジナルの画像を添付しただけの話であり、

瑕疵とまでは言えない（岩井の認識）。林の「実家」投稿と、検索結果を同時に引用したことが実家住所の

特定に至ったという主張については牽強付会としか言いようがない。

林はXのポストやスペースにおいて論争する際に、相手側の些細な落度や隙、不整合（と林が認識しているこ

と）を徹底的に突き、論点をそこに終始させて「論破」を試みるという特徴的な言動を採ることが顕著にある。岩

井の画像⑪のポスト（だけ）に執着し続け、それ以外の自分の言動について一切触れさせない（ことを試みて

いる）のは、こうした「議論の手法」に終始していると断言せざるを得ない。

⑬岩井の⑫の投稿に対して、林が寸暇を置かずに反論[2025年3月14日18時56分]（画像⑬）。「正式

に事務所に送りたいのなら正規に調べることもできるのに他社の過去の転載を見て勝手に送って」と主張。併せ

て、ここでもこの住所が親族のものであることを明言している。一方、自身が「まほろばプロ」の情報更新を怠り古

い情報が掲載され続けていることの瑕疵については全く触れない。

⑭林の⑬の主張に対する岩井からの反論[2025年3月14日18時58分]（画像⑭）。昨日まで最上位候

補として表示されていたページが今日になって突如削除されていることと、検索結果の妥当性を検証する義務は

ないと主張する。
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⑮岩井の⑭の投稿に対する反論を林が投稿[2025年3月14日19時19分]（画像⑮）。この辺りから、岩

井が「親族住所晒しをした」ことが糾弾の主軸になるが、この投稿の悪質なのは、⑫の岩井の（古い）投稿を

敢えて引用し、（やりとりの中で僕の親族の住所であり事務所とは関係のない住所であることを認識後）にも

「住所晒し」をし続けているとの印象操作を行っていること。岩井が⑬の投稿を行っていたのはGoogle検索の結

果であることを証明することが目的であり、その住所情報にしても林が自ら公開し、それが変更された後も永きに

わたって（少なくとも数ヶ月間）が改訂、更新をしていなかったのであり、更には公知の情報であるため「住所晒

し」には該当しないと岩井は認識していた。

⑯別な方から、他のサイト（おねがい行政書士）でも林健一行政書事務所の情報が、「古い（親族の）住

所」のままで記載されていることが指摘されていたので、岩井がそれを引用[2025年3月14日19時24分]（画

像⑯⑰）。

⑰この投稿以降は呼び捨てもしくはジジイ呼称となり、口調はいよいよ暴力的になる[2025年3月14日19時

27分]（画像⑱）。コメントの中で、これまで流れについての自身の認識を提示。

100円寄付→無断で親の家に現金書留送付（親に手間をかける）→「どこで実家住所を知ったの?」と投稿

（不法に得たとは言ってない。俺に確認もせずに無断送付が原因）→そしたら旧事務所住所が転載され、未

削除の他社サイトの住所と共に晒し祭りを始めめる。注目すべきは、この投稿で初めて自ら当該住所は親の

家」だとコメントにて語っている部分。

⑱林が新規投稿として自身の認識を⾧文投稿[2025年3月14日20時01分]（画像⑲）。この時点で攻

撃の標的は「住所晒し」に確定し、「悪質な人間性」など人格攻撃を始める。なお、このポストへのコメントとして、

当該住所のGoogleマップ画像と思われるものが投稿される。ハンドル名が「Kill you”!」でIDが

「@junkokorosuzo」であることからみんつくサイドに対して批判的なアカウントから愉快犯的な投稿であること

は明らか（junkoは著名なみんつく支持者アカウント。ただし、このアカウントは乗っ取りにより現在は凍結されて

いる）。

⑲⑱で提示したGoogleマップ画像を根拠に「とにかく、僕の親族を攻撃させたいという岩井の意志を汲んでのこ

とでしょう」「ゴミクズ共が!」と、何の論拠も無く罵倒する[2025年3月14日21時52分]（画像⑳）。このポ

ストのコメントにおいても、「今回の標的は家族がメインなんだよ」と攻撃のための「自説」を補強する。なお、この

画像は、むしろ岩井（みんつくサイド）に敵対する人間の所業であることは⑲の説明の通り。

⑳とうとう岩井の自宅街宣を示唆する投稿[2025年3月14ん値23時15分]（画像㉑）。相談した山本武

彦は黒川敦彦のつばさの党の中核メンバーであり、岩井の住所情報がさらされた際にもいち早く岩井の自宅記

念を徘徊し、その画像をXに投稿した人物だった（なお、みんつく党首の大津綾香の自宅にも昨年10月に自

宅街宣をしている）

㉑自宅街宣と併せ、岩井の職場に対する何らかの活動を示唆する投稿を行う[2025年3月15日6時49分]

（画像㉒）。これは、後の岩井の職場への差出人不明の封書の送達として結実することになる（画像㉖）。
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㉒固定ポストにて、一連の流れに関する⾧文の自説を開陳[2025年3月15日2時59分頃]（画像㉓）。こ

こで注目すべきなのは、林が「ド嘘確定ですね。僕は現住所でもなく事務所でもない実家に送られてきたと言う

事しか言ってません。しかし、そこに自分が送った住所を、僕の実家であることを示した上で貼り付けているんです

から、岩井がこの投稿をしない限り、この住所が僕の実家である事は誰にもわかりません」との記述。これまで見

てきた通り、⑬において当該住所が親族のものであることを最初に言及したのは林だし、⑰において親の住所で

あると明言したのも林。この件については⑫で詳説済み。

㉓「岩井清隆の価値観を整理してみましょう」とのまとめ的な投稿[2025年3月15日17時47分]（画像㉔）。

ここで「Google等の第三者に情報が残っているものは、スクショ等で貼り付けて良い。公式な情報かどうかは関

係ない」と恣意的で手前勝手な理屈を振りかざして、以前座間市議でNHK党の中核メンバーの一人である片

岡将志が探り当てた画像を掲示する。職場に対する嫌がらせ行為の発動がいよいよ現実的な物になる。

㉔山本武彦がクローズドチャットで「岩井クソだな」との発言ののちに「目白で散歩するかー」と岩井の自宅への凸

もしくは近接を予告し[2015年3月15日23時53分]（画像㉕）、実際に翌日の13時42分にXで「今からお

散歩やるよー」と発言の後に、某所から岩井の自宅までの道順を明確に提示しながらライブ配信を行う。動画の

中では「誰とは言わないが」と繰り返し語りながらも「すぐ警察を呼ぶルンペン」と岩井を明確に示唆する言葉を吐

きながら、岩井の自宅前で「目的地到着」と語り、そこで停止した上で岩井の自宅を撮影した。ライブ動画の

URLは次の通り。https://youtu.be/0FyW1N-tuYE（目白ぶらり散歩）。

山本は、林に対して「目白でバーベキューでもやりましょうかと自宅街宣を誘っている投稿もしている[2025年3

月15日]19時018分]

㉕林から岩井の職場宛に、発信元不記載の封書が届く（3月21日）。これには岩井からの返金のための情

報公開を拒絶する旨を大書きした文書と、岩井が現金書留で返金したことに対する「プレゼント」として飲食店

の無料サービス券（誰でも容易に入手できるもの）が同封されていた（画像㉖）

㉖㉕の所業に伴い、岩井がこの事実の公表を抗議の意味でポスト[2025年3月26日5時46分] （画像

㉗）。

㉗岩井の㉖のポストに呼応し、林がポストを投稿 [2025年3月26日7時17分] （画像㉘）。その文面は

「俺はそもそもどこに送ったとか何も公言していない」などと意味不明なものであり（封書の件は岩井が事実に基

づいて投稿したもの）、さらに「あの爺さん、自分から赤裸々に今現在の在職事実を確定させ」「ソース元も自

分から説明して」などと、かたおか将志座間市議の投稿を岩井が引用したことを歪曲して記述。また、「ただ郵送

が来るだけでトラブルになるという事実を(自爆)投稿」などと、一般的な企業において送り元不明な郵便物が不

審なものとして扱われるという常識を無視して、岩井の自業自得であるかのような中傷的な発言も合わせ行う。

㉘岩井の㉖の投稿に対して、林に対して危害を加えるかのような暴力的なコメントが「ヤス」なるアカウントから投

稿される。しかし、プロフィールを見てもわかる通り、このアカウントはみんつくファンを装ったみんつくを誹謗するため

の急造のものである蓋然性が高いのだが、林はこの投稿を事実あると捉え、すかさず「DMで凶行の相談をする

んだろうか」「本当に恐ろしい集団や」などと何の論拠も無く中傷的な発言を行う[2025年3月26日7時40分]

（画像㉙）
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㉙画像㉙の「やす」のコメントに対して、岩井はこれを見とがめると同時に批判、関与しない旨を投稿[2025年

3月26日8時10分] （画像㉚）。しかし、林は相変わらず「意向に従ってるんだから」「支持者の可能性は高

まったね」と全く論拠なく岩井が件のポストを容認しているかのような発言を繰り返す[2025年3月26日16時

13分] （画像㉚）。併せて「今からでも謝罪するまでがセットだ」と、岩井が謝罪すべき案件であることを明示

する。以降同様の発言が出されるが、（岩井が）謝罪すべきと明言したのはこのポストが初めて。

㉚林の㉗の投稿に対して、虚偽の事実を糺すべく岩井がポスト投稿 [2025年3月26日8時56分] （画像

㉛）。これが岩井からの林に対する最後の直接的な投稿となる。

㉛⑫（画像⑪と⑫）について「それが岩井清隆のやったこと」と議論を巻き戻す投稿 [2025年3月26日16時

21分] （画像㉜） 。ここで、「実家に書留が来た（住所は書いていない）」との投稿と「旧事務所の住所を

番地まで晒す投稿」（実際は、Google検索で最上位に表示された林自身が登録した司法書士サイトの検

索結果情報）とを結びつけることが岩井の実家の住所晒しの意図であり迷惑電話の被害が生じていると主張。

「お互い送りあったという話ではない」と、一方的に岩井が原因であり責任は岩井にあるとも主張している。コメン

トでも「さっさと明らかない非を認めりゃいいのにねｗ」と岩井に完全な責があると主張し、林が岩井の職場に不

審を疑われる郵便を送ったことには全く触れておらず、一切の責任も感じていない。

㉜㉛に関する、別な人物からのコメントに対する投稿 [2025年3月26日17時37分]（画像㉝） 。「家族へ

の危害を仄めかす投稿は画像⑲の愉快犯の投稿と思われる。また、「迷惑電話の殺到」とも書いているが、林

の投稿を辿る限り愉快犯の可能性がある人物からの無言電話は累計4件のみ。

㉞ 岩井が精神的な疲弊を訴えたコメント[2025年3月26日10時24分]（ただし、林宛のものではない）に

対して「どこまで腐ってるんやｗ」と冒涜的な発言[2025年3月26日23時30分]（画像㉞） 。併せて「みん

つく支持者達を扇動する晒しを継続しつつ」と指摘するが、岩井は投稿においてなんら扇動をした事実は無く、

林もそれを論証していない。一方で、「最初に俺の被害を知った時点でやめれば終わる話やろ」と岩井に一切の

責任を押し付けて幕引きを図っていると感じされる文言もある。

㉟怒りの感情を抑えきれないのか、夜中に岩井の㉕のポストに関して話を蒸し返す[2025年3月27日0時36

分]（画像㉟） 。「あんた、現金書留、俺の職場だと思った所に送ったんだよな?」と、私の「私の職場宛に送

信元不明の数書が届き」との文言に呼応した反論を書いているが、林の事務所は自身の過去の投稿などから

自宅兼事務所であることが判明しているため、第三者が関与する一般事務所とは同列に語ることができないこと

は言う迄も無い。自己の行為に全く瑕疵が無いことを、あるいは「どっちもどっち」であることを主張するための投稿

と思われる。

㊱岩井の㉙の投稿を引用し、同じ趣旨の主張を繰り返す[2025年3月27日0時45分]（画像㊱） 。㉞～

㉟に至るまで1時間15分の間に罵倒の主張を繰り替えてしていることから、林が自分の（怒りの）感情をコント

ロールできていないことが強く伺える。



画像証拠

画像①

ポンコツとみんつくをかけて揶揄。「チューチュース

キーム」や「血税で私腹を肥やす」といった、何ら

司法の場で確定していない抽象的な言動を繰

り返している。



画像証拠

画像②

テレビだラマのスクショを加工して、岩井と名指し

した上で「お金ください」と名誉毀損のキャプショ

ンを付ける。



画像証拠

画像③

裁判費用選出のための寄付を募ったXの投稿



画像証拠

画像④

寄付の主旨に対しては何らコメントせずに、「会

計報告、絶対にお願いします」と、これを理由と

した妨害行為を行うことが推察される文言のみ

が記載されている。



画像証拠

画像⑤

林の100円振り込みのポストに連なったコメント。類似のことを行う人が出ることに対して諫めている発言もあり

が、林は何ら問題にならないと強弁している。なお、ここで「俺もやろうかなぁ」と発言している山本武彦は、後に

実際に1円の振り込みを行った。



画像証拠

画像⑥

画像④の100円寄付の投稿に呼応して、嫌が

らせ目的の寄付を断り、実際に送金された際に

は返金する旨を宣言（この時点ではまた入金

の確認はできていない）



画像証拠

画像⑦

林の100円寄付について批判した投稿に対し

て、口汚い非難の言葉を浴びせる。



画像証拠

画像⑧

林の100円寄付について批判した投稿に対し

て、口汚い非難の言葉を浴びせる。



画像証拠

画像⑨

岩井から林の一連の投稿に対する反論。骨子は下記の通り。

①普段から岩井に対して敵対的、侮蔑的な投稿を行っている人物からの寄付は、100円という金額を考えれば活

動の主旨に賛同していると見做すことはできない。

②少額寄付に同調する人物の中には、岩井の自宅周辺を写真を恫喝的な文言と共にXに投稿した人物もいるた

め、これらを含め1円寄付には威力業務妨害の疑いすらある。

③寄付活動は、寄付する側の自由があると同時に、寄付を受ける側の受け取るか否かの判断もあるため、拒否や

返金には法的な裏付けもある。



画像証拠

画像⑩

現金書留の到着に伴い、届いた住所が現状書

では無かったことを、あたかも不法な手段で住所

情報を取得したかのように投稿。コメント欄でも

その疑惑を指摘し（「別のことろから得た可能

性が高いですねー」）、これに賛同するコメント

も投稿される。

なお、この時点で林は、この住所が「実家住所」

であることを自ら明言している。岩井は当然のこ

とながらそんな事実はあらかじめ知り得ていない。



画像証拠

画像⑪

現金書留の到着に伴い、届いた住所が現状書

では無かったことを、あたかも不法な手段で住所

情報を取得したかのように投稿。コメント欄でも

その疑惑を指摘し、これに賛同するコメントも投

稿される。

画像⑫

「林健一 行政書士事務所」をキーワードとして

検索した結果の画面[2025年3月14日18時

50分頃]。住所情報が記載されていると推定さ

れる最上位の項目は「まほろばプロ」のページで

あり、その結果は前日と同じ。但し、この時点で

はページは既に削除されていた。ページ削除は

登録者である林にしかできない蓋然性が極めて

高い。なお、最下段の「はもろばプロ」の検索結

果においては住所と電話番号が表記されていた

が、下記画像ではそれをマスク加工してある。



画像証拠

画像⑬

現金書留が送られた住所およびGoogle検索

に表示されたものは現行の事務所ページで得

は無いと主張。併せて、「寄附を受け取りたくな

いなら、最初から不特定多数に募るな」と、自

身の寄付額が正当なものとはとても見做すこと

ができない100円であったことをそそっちのけにし

て、命令口調で無体な発言をする。この辺りか

ら、林の口調はより激しく、汚いものになっていく。



画像証拠

画像⑭

画像⑬に対する岩井からの反論投稿



画像証拠

画像⑮

岩井の投稿を「住所晒し」と批判しながらも、自

らその住所情報が記載された投稿を引用してい

る。



画像証拠

画像⑯

別な方から、他のサイトでも「古い（親族の）

住所」が登録、表示されたままであることを指摘

される。

※この画像からも住所・電話番号情報は加工

削除

画像⑰

指摘投稿のリンク先の、林の事務所が記載さ

れているページ。ここでも住所情報が改訂され

ないままに表示されている。



画像証拠

画像⑱

注目すべきは、コメントとして自らが投稿した下記の部分。

100寄付→無断で親の家に現金書留送付（親に手間をかける）→「どこで実家住所を知ったの?」と投稿

（不法に得たとは言ってない。俺に確認もせずに無断送付が原因）→そしたら旧事務所住所が転載され、未

削除の他社サイトの住所と共に晒し祭りを始める。この投稿で初めて自ら当該住所は親の家」だと語っている。



画像証拠

画像⑲

林が岩井のの投稿を「住所晒し」が目的と決めつけ、指弾している投稿。

そのコメントとして、当該住所のGoogleマップ画像と思われるものが投稿される。ハンドル名が「Kill you”!」でID

が「@junkokorosuzo」であることからみんつくサイドに対して批判的なアカウントから愉快犯的な投稿であること

は明らか（junkoは著名なみんつく支持者アカウント。ただし、このアカウントは乗っ取りにより現在は凍結されてい

る）。



画像証拠

画像⑳

⑲で説明したコメント投稿を基にして、岩井（みんつく

サイド）を罵倒。

コメントでは、「岩井清隆というゴミクズに家族を標的に

されてしまって」いると、話を「住所晒し」から「家族を標

的」に更に悪魔化が進む。

その後の下の投稿でも「今回標的は家族がメイン」「家

族攻撃が大好きなゴミクズ」と力説。



画像証拠

画像㉑

岩井の自宅街宣を示唆、予告する悪質な投

稿。さらにコメント欄で、（岩井の）自宅街宣

は政治活動の一環と強弁。



画像証拠

画像㉒

岩井の職場の探索を始める。最初に行ったのは

3/14の22時29分だが、3/15の6:49分には

それを正当化する投稿を行う。



画像証拠

画像㉓

ここで注目すべきなのは、林が「ド嘘確定ですね。僕は現住所でもなく事務所でもない実家に送られてきたと言う事し

か言ってません。しかし、そこに自分が送った住所を、僕の実家であることを示した上で貼り付けているんですから、岩井

がこの投稿をしない限り、この住所が僕の実家である事は誰にもわかりません」との次述。これまで見てきた通り、画像

⑬において当該住所が親族のものであることを最初に言及したのは林だし、画像⑱において親の住所であると明言し

たのも林。



画像証拠

画像㉔

「Google等の第三者に情報が残っているものは、スクショ

等で貼り付けて良い。公式な情報かどうかは関係ない」と

恣意的で手前勝手な理屈を振りかざして、以前座間市

議でNHK党の中核メンバーの一人である片岡将志が探り

当てた画像を掲示する。職場に対する嫌がらせ行為の発

動がいよいよ現実的な物になる。

なお、画像部分は具体的な会社が判明してしまうため、マ

スク処理。



画像証拠

画像㉕

山本および林が自宅街宣を示唆、脅迫する一連の画像。



画像証拠

画像㉖

林から岩井の職場宛に送られてきた封書と内容物。



画像証拠

画像㉗

林が岩井の職場宛に送り付けて来た封書の説明と、この行為、事実に対する抗議の意味を抗議の意味を込め

たポスト。



画像証拠

画像㉘

岩井の画像㉗のポストに対する反応の投稿。

「俺はそもそもどこに送ったとか何も公表していな

いw」などと文脈に沿わない意味不明な文面か

ら始まっており、以降の文言からも岩井の投稿

に対する焦りが伺える。



画像証拠

画像㉙

明らかに愉快犯と見做しうるアカウントからの暴

力の行使を示唆するポストに対して、林はそれ

を何ら論拠無く事実として受け入れ、併せて岩

井やみんつくに対する中傷発言を行う。



画像証拠

画像㉚

画像㉙のポストに対する岩井の対応のポストと、

これ方に対して岩井のポストを引用しつつ故無

く批判を繰り返す林のポスト。



画像証拠

画像㉛

林の画像㉘および㉚のポストに対する、その虚偽の事実をただすための岩井のポスト。これが岩井から林に対する応

答的な最後のポストとなる。



画像証拠

画像㉜

画像⑪⑫に対する反論の蒸し返し。林の主張

をそのまま真に受けて「Xで番地までさらしました

からね」「林さんの年老いた親御さんの精神的な

苦痛、恐怖心は岩井氏よりも遙かに大きい」な

どとするコメントもされる。

しかし、岩井が送付したのは送信元が明記され

た公的な現金書留を林の親族が受け取ったも

のであるのに対して、送り元不明の「怪文書」と

も疑われかねない封書を岩井が自身では公開

していない職場宛に送った第三者が手にする蓋

然性が高いものであり、客観的に見れば悪質

性は後者の方が遙か意に大きいのは明らか。



画像証拠

画像㉝

Mt氏の別投稿に対するコメントを引用したポス

ト。趣旨は画像㉜とほぼ同じ。ただし、「迷惑電

話の殺到」など、林の投稿を辿る限りは合計4

件しか無かった愉快犯からのものと推測される

無言電話をことさら大袈裟に表現している。



画像証拠

画像㉞

弱音を漏らした岩井の別投稿に対するコメント

（ただし、林宛のものではない）への「どこまで

腐ってるんやｗ」「被害妄想」との無体なポスト。



画像証拠

画像㉟

画像㉞から一時間後のポスト。アンガーマネジメ

ント（怒りの自己管理）が充分にできないこと

を感じさせる投稿。



画像証拠

画像㊱

画像㉟から15分後のポスト。ここでも過去の投

稿のことを持ち出し、相も変わらぬ主張を繰り

返している。


